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≒マクロ： 作業を自動化する機能 



①「開発」をクリックしてマクロがあるか確認 
表示がない場合は、次ページ参照 

③マクロの記録をクリック 
  マクロ名を入れ、OK 

②A列に「あいうえお」と記入 

④A列をCtrl・CでコピーしてCtrl・VでB・D・F列に 
 ペースト→ 記録終了 



「マクロ」の表示が無い場合 

ファイル→その他→オプションをクリック 

アドイン→分析ﾂｰﾙ・VBA→設定をクリック 

レ点チェック入れてOKクリック 

前ページの①へ進む 



⑤A列に「かきくけこ」と記入して 
 マクロをクリック 

⑥「セル操作」選択→実行クリック 

実行結果 

マクロ削除の時、クリック 

⑦ファイル→名前を付けて保存→ 
参照→ファイル名入力→ 
Excelﾏｸﾛ有効ﾌﾞｯｸ(*.xlsm）を選択 
→保存 

マクロ付きファイルの保存 

拡張子がｘｌｓｘではなくｘｌｓｍです 



マクロのセキュリティー設定 

「マスクのセキュリティー」選択→「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」にチェック→OK 

保存ファイルを開く際に、「コンテンツの有効化」クリック 



今回のモジュール→ 

今回記録されたマクロのＶＢＡ内容 

⓼マクロ→編集をクリック 



A列を選択 
選択セルをコピー 
B列、C列及びD列を選択 
セルF1がアクティブ 不要 
選択した列に貼り付け 

マクロ記録でできないこと 
  ・条件分岐、繰返し操作 
  ・変数を使った処理 



プロジェクトエクスプローラーをクリック 

Visual Basicをクリック 

挿入→標準モジュールをクリック 

今回作成する新しいモジュール 



Sub Message()と入力すると 自動的にEnd Subが1行空けて表示るので 
空いた行にコードを入れる。今回は、MsgBoxと入れると入力例が表示 

実行は、以下の方法がある 
① ▶ 
②実行→Sub/ﾕｰｻﾞｰﾌｫｰﾑの実行 
③ F5 

① 
② ③ 

Excel画面にメッセージボックス
が表示 

OKクリックでVBE画面に戻る 



Excel画面からの実行は、 
マクロをクリック→Message選択→実行 


